小児医療センター保育業務（病棟保育）特記仕様書

　この仕様書は、病棟保育業務の大要を示すものであって、現場の状況に応じ、ここに記載されていない細部の事項についても誠意を持って行うものとする。

１　委託業務名

　　埼玉県立小児医療センター病棟保育業務
２　業務場所

　　埼玉県立小児医療センター（１１病棟）
　　埼玉県さいたま市中央区新都心１番地２
　　

３　配置人員数

　　１５人（別紙参照）
４　委託期間

　　令和４年１月１日から令和６年１２月３１日まで
５　業務内容

（１）保育に関する業務

　　ア　遊び相手、話し相手、本の読み聞かせ

　  イ　哺乳介助、食事介助

　  ウ　トイレット訓練、おむつ交換、入浴、清拭、洗髪

　  エ　発達段階に合わせた発達促進援助

　  オ　病棟内の行事の企画・実施

　  カ　その他子供の保育に関する業務

（２）環境整備に関する業務

　  ア　プレイルームの整理、整頓

　  イ　絵本、玩具、DVDなどの点検、整理

　  ウ　絵本、玩具、DVDなどの更新選択

　  エ　プレイルーム及び病棟内の飾りつけ

　  オ　その他環境整備に関する業務

（３）保育指導に関する業務

ア　子供同士の遊びの援助

イ　家族の保育に関する相談、指導

ウ　発達援助に関する指導

エ　その他保育指導に関する業務

（４）保育日誌などの作成及び保管

　  ア　保育日誌の作成、修正、保管

　  イ　保育日誌のデータ整理と保管

　  ウ　勤務予定表の作成

（５）医療従事者との情報共有に関する業務

　  ア　病棟カンファレンスへの参加（医師や看護師等と患児の情報を交換し、保育に役立てる）
　  イ　その他保育上必要なカンファレンスへの参加

（６）その他保育に付帯する業務
６　業務履行上の注意事項

（１）乙は、業務に従事する者を指揮監督し、管理に万全を期さなければならない。

（２）業務に従事する者は、児童福祉法(昭和２２年法律第１６４号)第１８条の１８第１項の登録を
　　受けていなければならない。
（３）乙は、業務履行に必要な人員を常に確保、配置しなければならない。

（４）業務期間は、土曜日、日曜日、国民の祝日及び１２月２９日から翌年１月３日までを除く日の、
　　午前８時３０分から午後８時１５分までとする。
　　  なお、原則として、各病棟に従事する者は契約期間を通じて同一の者とし、１週間の曜日単位
　　又は１日の時間単位で異なる者を配置することなどは避けること。
（５）乙は、業務に従事する者の感染症の既往について、甲の所定の様式で甲に報告しなければならな
　　い。
　　　感染症の既往がない場合は、乙の負担でワクチンを接種した後、配置しなければならない。

（６）乙は、業務に従事する者を甲に配置する前に綿密な研修計画のもと十分な研修を行い、甲に配属
　　しなければならない。乙の研修計画は、事前に甲に提出し、承認を得るものとする。

（７）乙は、勤務計画表を前月25日までに作成し、甲に提出する。大幅な勤務変更等がある場合は、
　　修正後速やかに提出する。

（８）甲は、乙が従事させた者のうち、業務を遂行するに不適当と認めた者については、その理由を明
　　示し従事者の交代を乙に求めることができる。

　　　新規交替者は、乙の責任において一定期間、経験者とともに業務につかなければならない。

（９）甲は乙の職員に対し労働時間の指示及びその他の管理を行うことはできない。

（10）乙は、乙以外の者が当該業務を受託することが明らかになったときは、甲の監督のもと、当該
　　業務を履行するために必要な引き継ぎを、誠意を持って行うものとする。

７　業務従事者の服務規律

（１）緊急の場合等の勤務変更は、勤務場所に事前連絡し、業務に支障がないようにすること。

（２）業務委託共通仕様書５（１）により、ユニフォームの貸与については乙の負担で行う。

（３）業務時間中は専用のユニフォームを着用し、わかりやすい位置に名札を着け、ユニフォームは
　　常に清潔を保持すること。

　　  名札は乙の負担で作成すること。
（４）業務中は、礼儀正しく品行を慎み、懇切丁寧な接遇を励行しなければならない。

（５）患者への、業務上必要な範囲を超える行為をしてはならない。

（６）患者の金品の取り扱いには十分注意し、患者家族からお礼を受け取ることがないように注意す
　　ること。

（７）職務上知り得た秘密については、絶対に他に漏らしてはならない。

（８）業務中の私語は慎まなければならない。
（９）保育上必要な情報は、監督員に必ず報告すること。監督員不在時は、その代理者に報告しなけれ
　　ばならない。
（10）勤務中に飲酒をしてはならない。また、酒気をおびて勤務してはならない。

（11）所定の場所以外での喫煙、その他職務遂行を怠るような行為をしてはならない。

８　その他

（１）業務に従事する者の健康管理に留意し、感染症の疾病に罹患している場合は休職させ、速やかに
　　欠員を補充すること。 
（２）乙は業務の状況により、当該業務内容についての応援体制をとらなければならない。

別紙
	病棟保育士の配置について

	名称
	病床数
	うち個室
	保育士配置人員数

	９Ａ
（外科第１病棟）
	２８
	８
	１

	９Ｂ
（外科第２病棟）
	２８
	８
	２

	１０Ａ
（無菌病棟）
	２８
	１６
	２

	１０Ｂ
（循環器病棟）
	２８
	８
	２

	１１Ａ
（感染病棟）
	２８
	１６
	２

	１１Ｂ
（内科病棟）
	２８
	１２
	２

	１２Ａ
（混合病棟）
	３６
	１２
	１

	ＮＩＣＵ
	３０
	０
	２

	ＧＣＵ
	４８
	０
	

	ＰＩＣＵ
	１４
	０
	１

	ＨＣＵ
	２０
	０
	

	
	３１６
	８０
	１５


　　※上記の配置にかかわらず、甲（病棟医師・看護師長等センター側現場スタッフ、事務局の契約担当等）・乙
　　　（業者側現場責任者、本社契約部門等）相談・協議の上、必要に応じて配置を変更できることとする。
様式

感染症既往報告書
令和　　　年　　　月　　　日
　埼玉県立小児医療センター病院長　
　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　　称
　　　　　　代表者名　　　 　　　　　　　　　　　     　　印
埼玉県立小児医療センター病棟保育業務の遂行に当たり、特記仕様書６の（５）に基づき、下記のとおり報告します。
記
１　従事者の氏名
　２　配置病棟名
３　感染症情報
	項目
	結果
	検査日
	ワクチン接種日

	麻疹抗体
	陽性 ・ 陰性
	
	

	風疹抗体
	陽性 ・ 陰性
	
	

	水痘抗体
	陽性 ・ 陰性
	
	

	ﾑﾝﾌﾟｽ抗体
	陽性 ・ 陰性
	
	

	百日咳ワクチン
（三種混合ワクチン）
	陽性 ・ 陰性
	
	

	ツ反
	陽性 ・ 陰性
	
	


　　　　＊結果が陰性の場合は、１か月以上前にワクチンを接種すること
